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ネットワークによる情報ライフラインのイメージ

企業,家庭,モバイル機器,自動車などさまざまなものにより,いつでも.どこからでも接続可能なネットワーク社会が構築されていく｡ネットワークほ情報ライフラインの重要なポジ

ションを担っている｡

lP化の進展とブロードバンド化,ユビキタス情報社

会の到来は,生活やビジネスに大きな変化をもたらし

ている｡利用できる情報量はその伝達スピードとともに

格段に増加し,情報へのアクセス環境も整えられ,利

便性の高い社会が実現されつつある｡

日立製作所は,これまで,社会の根幹となるネット

ワークインフラストラクチャーを,高信頼,高品質,高性

能の技術で支えてきている｡また,今後のエビキタス情

報社会で重要な役割を果たすtPv6(tnternet

Protoco=Jersion6)にも先行的に取り組んでいる｡

晋
はじめに

わが国では現在,e-Japan政策により,｢ブロードバンド+,

｢常時接続+,｢ユビキタス+などの環境が整備され,本格的な

この基盤となるのが,高速かつ信頼性の高いパケット

転送を行うギガビットルータ｢GRシリーズ+や,スムー

ズなネットワーク移行や種々のアクセス回線の収容を

実現するブロードバンドアクセスゲートウェイ｢AGシ

リーズ+などのネットワーク製品である｡

HarmoniousComputingコンセプトの中で,特に,

｢発展+と｢信頼+を支えるこれらの製品と,コンピュータ

システムを組み合わせたトータルソリューションにより,

日立製作所は,今後ともベストソリューションパート

ナーとして企業,社会に貢献していく｡

ネットワーク社会を迎えようとしている｡総務省の報告(2003年

3月公表)によると,わが国のインターネット利用者は6,942万人

に上り,ネットワークは今や生活に欠かせないものになったと言

える｡

ブロードバンド化に伴い,コンテンツビジネスやIP(Internet

古ブナ

仙･軌諭2DO3･7179



ll｢〉ol.85No.7

Protocol)電話,P2P(Peer to Peer)による情報交換などが

萌(ほう)芽し,近い将来にはブロードバンド放送,情報家電,

ITS(Intelligent Transport Systems)などの発展も見込ま

れる｡しかし,通信品質･速度が保証される環境はまだ少なく,

本格的なネットワーク社会が形成されるためには,情報ライフ

ラインとしての通信環境のさらなる高度化が必要である｡

ここでは,このようなネットワークへの要求に対応する日立製

作所の取り組みと,ネットワーク製品の特長について述べる｡

2
日立製作所の取り組み

エビキタス情報社会で問題となるのは,膨大な情報の制御

や,端末に付与するアドレス数の枯渇である｡日立製作所は,

前者については,コンピュータシステムとネットワークを融合し,

急激なIPトラヒック制御を行うウェブゲートウェイシステムを提

供している｡後者については,これからのキーテクノロジーで

あるIPv6(InternetProtocolVersion6)に黎(れい)明期か

ら積極的に取り組み,製品化･標準化を推進してきた｡IPv6

は,アドレス問題だけではなく,1P綱の高機能化にも対応す

ることができる｡例えば,運用負担を軽減するアドレス自動設

定や標準装備のIPsec(InternetProtocoISecurity)による

セキュリティ機能,QoS(Quality ofService)制御,およびモ

バイル機能である｡

また,企業では,通信コストの削減のために安価で標準的

なIP利用が進み,VPN(VirtualPrivate Network),広域

イーサネッドなどの通信サービスへの移行が図られている｡

日立製作所は,これらの通信サービスに音声･データ統合や

セキュリティなどのソリューションを付加し,ユーザーに提供し

ている｡

このようなソリューションの基盤となり,Harmonious

Computingコンセプトに基づき,幅広く広がっていく｢発展+と,

きめ細かな品質要求に対応する｢信頼+を支えるのが,以下

に述べるネットワーク製品である｡

3
ブロードバンドアクセスゲートウェイ

ブロードバンドサービスの広がりに伴い,端末と基幹ネット

ワークを接続するアクセスシステムは,ADSL(Asymmetric

DigitalSubscriber Line)やCATV,FTTH(Fiberto the

Home),無線LAN,第三世代移動体などと多様化している｡

また,基幹ネットワークは,次世代IPであるIPv6を基本とす

る統合された大容量･高性能トランスポートシステムと,多様な

ネットワークサービスを実現する各種サーバ群によって構成さ

※)イーサネットは,富.1ニゼロックス株式会社の商品名称である｡
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BAS(BroadbandAccessServer),lSP(lnternetServiceProvider)

図1"AG8100”のラインアップ

小型モデル(Sシリーズ)を加えて小規模ネットワークにも対応できるラインアップとし

ている｡

れる方向に進むと考えられる｡しかし,現在のIPv4ネットワー

クから一足飛びには移行できないので,IPv4とIPv6の並存

が予想される｡

日立製作所は,高性能なIPv6ブロードバンドネットワークへ

のスムーズな移行を図るブロードバンドアクセスゲートウェイ

｢AG8100シリーズ+を提供し,IPv6サービスでの実験運用を

行っている(図1参照)｡

ブロードバンドアクセスサーバ``AG8100-B”は,ネットワーク

プロセッサの採用により,2U(約8.9cm)サイズで約4Gビノト/s

の処理能力を持ち,高品質なブロードバンドサービスを提供

する｡また,デュアルスタックに対応することにより,IPv4/IPv6

共存のネットワーク環境を■叶能とする｡さらに,ユーザーの認

証,IPアドレスの割り当て,アクセス網内のトンネリングといっ

たネットワーク設定により,多種のブロードバンド回線とネット

ワークの円滑でセキュアな接続を可能とする｡

AG8100S-Bは,業界最小クラスの1U(約4.45cm)サイズ

で約1Gビット/sの処理能力を持ち,通信事業者のスモール

スタートネットワークや,企業向けネットワークへのブロードバン

ドアクセスサーバとして適用できる｡

また,ギガビットIPアドレストランスレ一夕``AG8100-T”と

"AG8100S-T'では,通信事業者や企業内のIPv4ネットワー

クとIPv6ネットワーク間,あるいは複数のプライベートアドレス

IPv4ネットワーク間を相互に接続し,双方向アドレス変換を高

速に処理する｡

このほか,ネットワーク製品では,敷設されている未使用の

光ファイバを借用するダークファイバの利用が増加する中で,

キャリア,金融,鉄道などの業種向けの光バックボーンとして,

高信頼な10Gビット/sクラスのトランスポートシステム〔DWDM

(DenseWevelengthDivisionMultiplexer)など〕を提供し

ている｡またブロードバンドアクセスとして,光アクセス製品
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[pON(PassiveOpticalNetwork),メディアコンバータなど],

高速次世代モバイル基地局〔1ⅩEV-DO(1ⅩEvolution-Data

Only)〕を提供している(図2参照)｡

感
ギガピットルータ

4.1 GR2000の特長

1999年に製品化したギガビットルータ｢GR2000シリーズ+は,

エンハンスや機種の追加により,キャリア･ISP(Internet

Service Provider)のバックボーンネットワークから企業内ネッ

トワークまで対応する,幅広いラインアップを持つ(図3参照)｡

特に近年は,さまざまなネットワークのIP化,イーサネット化

が顕著な傾向となっており,ルータやLANスイッチはネットワー

クの重安なコンポーネントとなっている｡このため,｢安心+,

｢安全+,｢確実+なネットワークを実現するネットワーク機器には,

高信頼性,高品質が強く求められている｡

(1)高信頼性

GR2000シリーズでは,制御部や電源部の二重化などの

ハードウェア仕様(一増β機種は除く)だけでなく,メインフレームで

培った技術,ノウハウの適用により,ミッショングJテイカルな用

途にも耐えうる装置信頼性を因っている()

企業用

GR2000-2BH

GR2000-2B＋
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GR2000-2B

錮
GR2000-2S GR2000-4S GR2000-6H
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図2ネットワークインフラ

ストラクチャーを支える畢

晶群

高速アクセスから大容量バック

ボーンまで,高信頼ネットワーク製

品を供給することにより,ブロード

バンドサービスを支えている｡

また,ホットスタンバイ機能なども搭載しているために,万一,

装置やその-一部に障害が発生した場合にもダウンしないネット

ワークを構築することができる｡

(2)高品質

インターネットやイーサネットは本来ベストエフォート型である

ことから,ポリシーベースで帯域を確保するQoSは重要な技

術である｡GR2000シリーズでは,特にこの点に力を入れてお

り,具体的にはイーサネット上での回線(加入者)ごとの帯域

制御だけでなく,回線上の業務についても帯域制御を可能と

する2段シェービング機能を図っている(図4参照)｡これにより,

ユーザーの業務ポリシーへの柔軟な対応が可能となる｡

4.2 豊富なIPv6の実績

日立製作所は,1997年に初のIPv6標準準拠ルータである

"NR60''を製品化するなど,IPv6では技術開発と製品化で常

に先行してきた｡GR2000シリーズでは,IPv6もハードウェアに

よってルーティング処理することにより,IPv4_撮みの性能を発

揮することができる｡欧州初の商用IPv6ネットワークに採用さ

れたほか,最近では巾回で初のIPv6機器の認定を受けるな

ど,世界中で実績を重ねている｡

GR2000シリーズは,デュアルスタックやトンネリングといった,

現行のIPv4から将来のIPv6へ移行するための支援機能を

図3｢GR2000シリーズ+

のラインアップ

キャリアから企業まで対応できる

幅広いラインアップとしている｡
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イーサネット上でATMレベルの

QoS制御を実現(RGO)

→-

QoS機能

加入者1

加入者2

加入者托

′垣
持ち,これによってユーザーの状況に応じた移行ソリューション

が提供できる｡

4.3 今後の展開

日立製作所は,ブロードバンドの普及によるトラヒックの増大

や,10ギガビソトイーサネットなどの高速回線の普及に対応す

るために,"GR4000”を製品化し,2003年7月に出荷を開始

する予定である｡GR4000は,GR2000で培った高信頼,高品

質技術,各種機能を継承しながら高速化と大容量化を進め

たGR2000シリーズの上位モデルである｡

また,さらに大きな利用が見込まれるレイヤー3スイッチ市場

に対応して,``GS4000”を製品化し,2003年9月に出荷を開

始する予定である｡GS4000は,基本的なアーキテクチャや機

能をGR4000と共有し,ルータ並みの機能を備えた高性能,

高信頼スイッチである｡

秋山秀幸

争

■

GR2000-1B/2B

(QoS制御)

最大4000

(VLANで識別)

〔
PFR=100Mビソト/s

MFR=500Kビント/S

加入者01

加入者花

図4仮想専用線における2

段シェービング適用例

10メガ･100メガ･1ギガのイーサ

ネット上で回線ごとに契約帯域ま

でシェービングし,さらに業務内容

に応じて4クラスのQoS制御(2段

シェービング)を行っている例を

示す｡

注:略語説明

MPLS(M山t肝rotoco】

LabelSwitching)

GbE

(ギガビソトイーサネット)

VLAN(Vir【ua】LAN)

RGO(RateGuaranteed

Queuing)

PFR(PeakFrameRate)

MFR(MinimumFrame

Rate)

雷
おわりに

ここでは,進展するユビキタス情報社会におけるネットワー

クベースの高付加価値サービスヘの日立製作所の取り組み

と,ネットワーク製品の特長について述べた｡

R立製作所は,今後も,ユーザーのニーズにこたえる,先

進的なネットワーク製品とコンピュータシステムを提供すること

により,情報ライフラインを支えるベストソリューションパートナー

を目指していく｡

----------------ニ参考文献なL-

1)http://www.johotsusintokei.sou皿u.gO.jp/statistics/houdouO5

.11tm1

2)特集:ブロードバンドIPv6ネットワークソリューション,口立評論,84,5

(2002.5)

3)特集:ブロードバンドを活用したコンテンツ配信ソリューション,日立評

論,増刊(2002.10)

執筆者紹介

1993年lト‡製作所入社,情報･通信グループネットワーク

ソリューション事業部事業企匝桔持所鳩

現在,ネットワーク事業推進のカモ耐二従事

E一皿ail:hakiyama(望Jitg.hitachi,CO.jp

木原史朗

▲

82llト在席歯2003-7

1986中ロ立製作所人祉,情報･通信グループネットワーク

ソリューション事業部事業企両部所属

規机 ネットワーク事業推進の企画に従事

E-mail:m-kihara¢･itg,hitachi.co.jp

高橋一敏

虚言､済

磯
城rゝ､】

幣
サ顔フ

1987年U立聾豊作所入札,情報･通信グループIPネットワー

ク事業部マーケテイング部所属

硯在,IPネットワーク聾竺占占の企沖=こ従事

E【nlail:kaztltOShi.takahaslli(a･itg.hitachi.c().jp

封間毅一郎

1983年[1立製作所入神,株式会社L+立コミュニケーション

テクノロジー軽骨企画本部所鵬

現イ1三,通信少業者用のネットワーク梨止占の企痢,新事業開

拓に従事

E-111ail:kiichiro_tai皿a(タ■hitachi-COm.CO.jp




